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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月2日(2017.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両ホイール（３）の路面グリップのロスを検出するための加速度センサであって、
　円弧セグメントを形成する長手方向の軸と、２つの閉じた端部（７，９）とを有するチ
ューブ（５）と、
　上記チューブ（５）の内側においてその長手方向に移動できるように、上記チューブ（
５）の内側に配置された重り（１５；３１５）と、
　上記重り（１５；３１５）にはたらく磁力によって、上記重り（１５；３１５）のアイ
ドル位置（２５）からの移動を打ち消すように構成された磁石装置（１７；２０３；２０
５；３１７）と、
　上記重り（１５；３１５）の上記アイドル位置（２５）からの移動を検出するように構
成された読み出し装置（６０８）とを備え、
　上記チューブ（５）は、上記車両ホイールの加速度が変化したときに上記重りの上記ア
イドル位置からの移動が生じるように、上記車両ホイールに配置される加速度センサ。
【請求項２】
　上記磁石装置（１７；２０３；２０５；３１７）は、少なくとも部分的に上記チューブ
（５）を包囲する電気的コイル装置を備える請求項１記載の加速度センサ。
【請求項３】
　上記電気的コイル装置は円弧コイルを備える請求項２記載の加速度センサ。
【請求項４】
　車両ブレーキ及び車両エンジンにより上記車両ホイール（３）に与えられた加速度に依
存して上記電気的コイル装置（１７；２０３；２０５；３１７）によって上記重り（１５
；３１５）にはたらかされる力を制御するように構成された制御装置（６０３）を備えた
請求項２又は３記載の加速度センサ。
【請求項５】
　上記磁石装置は、上記重り（１５；３１５）に引力をはたらかせるように構成された磁
石セクション（１７；３１７）を備え、
　上記重り（１５）のアイドル位置（２５）は、上記磁石セクション（１７；３１７）内
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において上記車両ホイール（３）の回転方向（２７）にある請求項１～４のうちの１つに
記載の加速度センサ。
【請求項６】
　上記磁石装置は、上記重り（１５）に斥力をはたらかせるように構成された２つの磁石
セクション（２０３；２０５）を備え、
　上記重り（１５）のアイドル位置（２５）は、上記磁石セクション（２０３；２０５）
内において上記車両ホイール（３）の回転方向にある請求項１～５のうちの１つに記載の
加速度センサ。
【請求項７】
　上記読み出し装置（６０８）は、上記チューブ（５）の端部（７；９）にそれぞれ配置
された接触面（１１；１３）を備え、
　上記読み出し装置（６０８）は、上記重り（１５）及び上記接触面（１１；１３）の間
の接触を検出するように構成される請求項１～６のうちの１つに記載の加速度センサ。
【請求項８】
　車両ホイール（３）の路面グリップのロスを検出するための加速度センサであって、
　円弧セグメントに沿って移動可能であるように配置された重り（４０５；５０５）と、
　上記重り（４０５；５０５）のアイドル位置（４２５）からの移動を打ち消すように構
成された少なくとも１つのバネ素子（４１１；４１３）と、
　上記重り（４０５；５０５）の上記アイドル位置からの移動を検出するように構成され
た読み出し装置（６０８）とを備え、
　上記重り（４０５；５０５）は、上記車両ホイールの加速度が変化したときに上記重り
の上記アイドル位置からの移動が生じるように、上記車両ホイールに配置される加速度セ
ンサ。
【請求項９】
　上記重り（４０５；５０５）は、上記円弧セグメントの中心において振り子のように取
り付けられる請求項８記載の加速度センサ。
【請求項１０】
　車両ホイールの路面グリップのロスを検出するための装置であって、
　車両ホイール（３）に配置された第１の加速度センサであって、請求項１～９のうちの
１つに記載の第１の加速度センサ（１；２０１；３０１；４０１；５０１）と、
　上記加速度センサ（１；２０１；３０１；４０１；５０１）によって路面グリップのロ
スが検出されたとき、上記路面グリップのロスを車両運転者（６０９）に通知するように
構成された警告装置（６１１）とを備えた装置。
【請求項１１】
　上記車両ホイール（３）において、上記第１の加速度センサ（１；４０１）の反対側に
配置された二重化のための第２の加速度センサであって、請求項１～９のうちの１つに記
載の第２の加速度センサ（２９；４３１）が配置される請求項１０記載の装置。
【請求項１２】
　二重化のための上記第２の加速度センサ（２９；４３１）は、上記車両ホイール（３）
において、上記円弧セグメントの中心（３１）に関連付けて配置される請求項１１記載の
装置。
【請求項１３】
　少なくとも１つの車両ホイール（３）の加速を行うために車両ブレーキ及び／又は車両
エンジンを制御するように構成された制御装置（６１９）を備える請求項１０～１２のう
ちの１つに記載の装置。
【請求項１４】
　車両運転者（６０９）により起動されたとき、少なくとも１つの車両ホイール（３）の
加速を行うために上記制御装置（６１９）に加速信号を送るように構成された起動素子（
６１７）を備える請求項１３記載の装置。
【請求項１５】
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　車両ホイールの路面グリップのロスを検出するための方法であって、
　上記方法は、
ａ）車両ホイール（３）に配置された加速度センサであって、請求項１～９のうちの１つ
に記載の加速度センサ（１；２０１；３０１；４０１；５０１）によって路面グリップの
ロスが検出されたとき（Ａ）、上記車両ホイール（３）の路面グリップのロスを検証する
こと（Ｂ）を含み、
　上記検証は、
ｉ．車両ブレーキ及び／又は車両エンジンにより上記車両ホイール（３）を加速すること
と、
ｉｉ．上記加速度センサ（１）により加速中の路面グリップのロスを検出することとによ
って実行され、
　上記方法は、
ｂ）上記検証された路面グリップのロスを警告装置（６１１）により車両運転者（６０９
）に通知すること（Ｃ）を含む方法。
【請求項１６】
　車両ホイールの路面グリップのロスを検出するための方法であって、
　上記方法は、
ａ）運転者（６０９）によって起動素子（６１７）が起動された（ＡＡ）とき、車両ブレ
ーキ及び／又は車両エンジンにより車両ホイール（３）を加速すること（ＢＢ）と、
ｂ）加速中に、請求項１～９のうちの１つに記載の加速度センサ（１；２０１；３０１；
４０１；５０１）によって、上記車両ホイール（３）の路面グリップのロスを検出するこ
と（ＣＣ）とを含む方法。
【請求項１７】
　上記車両ホイール（３）の加速（ＢＢ）は、変化する強度を有する後続の複数の加速に
よって行われる請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　上記車両ホイール（３）の加速（ＢＢ）は、増大する強度を有する後続の複数の加速に
よって行われる請求項１７記載の方法。
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